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目 的

知的障害養護学校に在学す る児童生徒の 家庭と地

域で の 生活実態を探る こ とをね ら い と して ｢ 家庭 ･

地域生活実態ア ン ケ ー ト調査｣ を実施 した ( 武蔵 ･

高野 ･ 七滞 ･ 高畑, 2 0 02) ｡ 本論は､ そ の うち､ 家庭

生活で の本人の位置づ け ･ 役割に つ い て 報告 した ｡

具体的には ､ 金銭 の使い方と管理 ､
ふ だ ん の 家で の

生活､ 決ま っ た役割 ( お手伝い) ､ 学校教育で役立 っ

た こ と で ある ｡

アンケ ー ト調査の内容と実施

武蔵 ･ 高野 ･ 七津 ･ 高畑 (2 0 0 2) に ま とあた とお

り で あ る｡ 調査内容の う ち ､ 今回報告す る調査項目

の み をT a b l e l に 示 した o

富山県内の 知的障害養護学校 5 校 ( 県立 に い か わ

養護学校, 県立 しらとり養護学校､ 県立高岡養護学

校､ 県立と なみ衰護学校こ 富山大学教育学部附属養

護学校) に ､
1 9 99 年11 月現在 ､ 在籍し て い た児童生

徒の保護者全員を対象と した ｡ 対象児童生徒の 総数

は55 0名､ 小学部児童18 3 名､ 中学部生徒14 0 名､ 高等

部生徒22 0 名 で あ っ た ｡

調査 の実施 に当たり､ 富山県知的障害養護学校PT A

連合会の 協力を得た ｡ 各学校 へ の ア ン ケ ー ト用紙の

発送と回収は附属養護学校PT A が中心に行 っ た ｡ 実施

時期は19 99 年1 1月 か ら12 月 であ っ たo

回収率は8 5 . 3 % ( 回収総数4 69 名) で あり､ 小学部

児童は89 . 4 % (1 68名) ､ 中学部生徒は83 . 6 % (l 17名) ､

高等部生徒は82 . 9 % (1 8 4名) で あ っ た ｡ どの 学部に

つ い て も
､
8 剖を越え るア ン ケ ー トを 回収する こ と

が で きた｡

* 富山大学教育学部附属養護学校平成1 2 年度P T A 会長
* * 富山県立 ふる さと養護学校
* * * 富山大学教育学部附属養護学校
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T ab 一e l. 家庭生活での本人の位置づけ
･ 役割に関する調査項目

本人につ い て

おこづかい
､
金銭管理

ふだんの家での生活につ いて

1 .
･ 家族とすること

2 .
一

人ですること

3 . 決ま っ た役割 ･ お手伝い

4 . 学校教育で役立っ た こと

1 . お こづかいの有無 (択
一 選択)∫

2 . ひと月あたりの お こづかいの額

3 . お こ づか い の使い方 ( 自由;ekB) -

4 . 金銭の管理わ仕方 (択
一

選択)

1
. 家族と

一 緒に過ごす時間

2 . 家族との過ごし方 (複数選択)
一

人での過ごし方 (複数撃択)

1 . 決ま っ た役割の有無 (択十選択)

2 . 決ま った役割の内容と頻度 (限定記述)

3 . 決ま っ た役割がない方 - ､ その理由 (複数衰択)

学校で受けた教育のうち､ 家庭で役立 っ た こと (自由記述)

結果と考察

1 . 金銭の使い方と管理

1) お こづか い の有無

子 どもに お こ づか v ) を あ げて い るか否か を尋ね た

と こ ろ､ 回等した4 62 名 の うち､
｢ あ げて い る｣ が1 9 .

5 0/o ( 90 名) ､ ｢ あ げて い な い｣ が8 0 . 5 0/o (37 2 名) で

あ っ た ｡

学部別に み ると､ 小学部で は ､ 回答 し･た16 7名 の う

ち
､

｢ あ げて い る｣ 4 . 8 % ( 8 名) に す ぎな い ｡ 中学

部で は､ 回答 した1 15 名の うち ､
14 . 8 % (1 7 名) に留

ま っ た ｡ 高等部に な る と､ 回答 した1 8 0 名 の う ち ､

3 6 . 1 % (6 5 名) と な っ た ｡
そ れ で も 6 割以上の 生徒

が決ま っ たお金を得て い なか っ た ｡ こ の 点に つ い て

は､ 後述す る金銭 の管理の仕方とも関連する｡

2 ) お こ づか い の額

お こづ か い をあげて い ると回答した保護者9 0名 に ､

そ の 額を尋ねて ､ 学部別に Fi g . 1 に 示 した ｡ 全体で

は
､
お こ づか い ｢千円以上 3 千円未満｣ が3 6 . 7 % (3 3

0

5

0

2

ユ

ー

人

数

名) ､ ｢ 3 千円以上 5 千円未満｣ が2 4 . 4 % (2 2名) と

なり
, 合わせ ると全体の 6 剖以上を占めた ｡

学部別 にみる と ､ 年齢に したが い ､
お こ づ か い の

額が上が る こ とが分か っ た ｡ 小学部で は ､ 回答者は

少ない が ､

｢ 5 百円未満｣ と
｢ 千円以上 3 千円未満｣

と い う回答が多く ､ 中学部になると ､

｢ 5 百円以上千

円未満｣ か ら
｢ 3 千円以上5 千円未満｣ ま で の 回答

が多くなり､ 高等部に なると ､

｢千円以上 3 千円未満｣

か ら ｢ 5 千円以上 1 万円未満｣ ま で の 回答が多くな っ

た
｡
た だ し ､ 高等部に な っ て も ｢ 5 百円未満｣ と い

う回答もわずか に あ っ た ｡

本調査に よ り示され た お こづか い の額 は､ 普通 の

小学生の 1 ケ月 の お こづか い の 額
■
､ 高校生が親から

も らうお こづか い の 額と ほぼ同額で あ っ た ｡ 福武書

店教育研究所 (1 99 4 ; 1 9 9 5) に よれ ば､ 小学 5 年生

の 1 ケ月 の お こづ か い の 平均額は1
,
1 7 2 円 で あり ､ 高

校生が親か らもら うお こ づか い の 額は 5 千円か ら 7

千円がも っ と も多く ､ そ れ に 次 い で 3 千円から 5 千

円､ 7 千円か ら 1 万円とな っ て い た ｡
つ ま り , 知的

5 百 円未満 5 百 円 - 千 円 - 3 千 円 - 5 千 円 - 1 万 円 - 無 回答

F i g . 1 お こづか いの額
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知的障害養護学校に在学する児童生徒の家庭
- ･ 地域で の 生活に関する基礎研究ⅠⅠ

T abJ e 2 お こ づか い の使い方

全体 小 中 高

8 9 6 17 6 6

21 9 9 4 0 1 70

1 30 3 2 4 10 3

5 6 2
■
l l 4 3

2 9 5 2 4

2 1 3 1 8

1 3 1 1 2

回答者教

組EBl塁Ejヨ

家の中での娯楽に関するもの

本
･

雑誌
･
マ ン ガ

c D ･ カ セ ッ トテ
ー

プ

ゲ
ー

ム ･ ゲ ー

ム ソ フ ト

文具 ( ノ
ー

ト､ 便葦､ カ
ー ド

, 筆記

具
､ 糊､ 消 し ゴ ム ､

セ ロ テ
ー プ等)

ビデオ

お もちゃ ･ プ ラ モデ ル ･ ぬ り え

好きな物

ー

3

ー6

4

ー

4

ー

食 べ物
･

飲物
食物 ･ お菓子

･ おや つ
･

菓子 パ

ン ･ ア イ ス 等

飲料 ･ ジ ュ ー

ス ･ 缶 コ
ー

ヒ
ー

66 4 1 3 49

3 9 2 8 2 9

2 7 2 5 2 0

屋外での余暇に関する阜の

ビデオ ･

C D レ ン タ ル

ゲ
ー ム セ ン タ ー

コ ン ビ ニ

電車賃

使 い捨てカメ ラ

風呂代

9

3

2

ー

-

ユ

ー

3 6

3

1 1

1

1

日 用品等

日用雑貨 ( 石鹸 ･ 電池等)

服

花 ･ ハ
ー プ

7

3

2 2

2 2

貯金等 7 2 5

貯金 5 2 3

プ レ ゼ ン ト 2 2

障害養護学校の 児童生徒で は ､
お こ づ か い をも ら っ

て い る者はか なり少な い が ､ も ら っ て い る者の そ の

額は普通児の場合 と差の な い こ とが分か る｡

3 ) おこづか い の使い方

続い て ､
お こ づ か い をあ げて い ると回答した保護

者に ､
そ の 使 い 方に つ い て 自由記述で 回答を求め ､

本人はお金に関心ない

本人 の求めに応 じて与 える

本 人が 自分で行う

課題達成に応じて与える

そ の他

8 9 名か ら得た回答を分類して ､ 学部別にT a bl e 2 に ま

とめた｡

｢家 の中で の娯楽に関す るもの ｣ が の べ 回答数の

5 9 . 4 % (13 0) ､ ｢食 べ 物 ･ 飲物｣ が3 0 . 1 % (66) と ､

こ の 2 つ の 内容で 回答の ほ とん どを 占めた ｡ 中高等

部に なるは ど､ 雑誌 ･ マ シガ , C D ､ ゲ
ー

ム と い う

回答が増え､ こ れ ら に文具が加わ っ た ｡ 全体 とし て ､

本人の好む雑誌や マ ン ガを眺めたり､ 音楽C D や テ
ー

プ をか けて 過 ごす ､ テ レ ビゲ ー ム に熱中す ると い う

家の 中で の静的な活動や ､
ジ ュ ー ス や お菓子を買 っ

て 飲食する自己消費的な活動 にお こづか い を費や し

て い る こ とが分か る｡

｢
屋外で の余暇に関するもの ｣ は の べ 回答数の4 . 1

% ( 9 ) ､ ｢日用昂等｣ は3 . 2 % ( 7 ) にすぎな い c 小

学部で は こうした回答は全くなか っ た ｡ 屋外で の 余

暇活動や ス ー パ ー 等 へ 買 い 物に出か け る ､ 自分 の 身

の 回りの も の を選ぶ 等の こ とは ､ 日常生活の 中で 多

少は経験するはずで ある｡ 本人 の お こ づか V ) の使v )

道 に は到 っ て い な い ｡ 高等部で は､ 屋外で の 余暇に

関するも の と して ､
レ ン タ ル シ ョ ッ プ､ ゲ ー ム セ ン

タ ー

､
コ ン ビ ニ

､
J R の 電車賃 ( 休日の 過 ごし方と

して電車に乗り歩くた めの) が あげられ た｡ こ れ ら
■

は
､ 多く の 人が 出入 りする夢所で はあるが ､ 周囲 の

人と関係 を持たずに見て 回る活動 で あり､ 消極的な

屋外で の 過 ごし方に お こづ か い を使らて い る こ とが

分か る｡

4 ) 金銭管理の仕方

金銭管理の仕方を選択式で質問し､ I 15 名から得た

回答を＼ 学部別にFi g . 2 に 示 した ｡ 回答した保護者

は回答総数の2 4 . 5 % と か なり少なか っ た ｡
全体で は､

｢本人はお金に関心が な い ｣ が38 . 1 % (5 9 名) と
一

番

E) 小学都

田 中学部

□ 高等部

0 1 0 20 30 4 0 5 0 6 0 7 0

人 数

F i g . 2 金銭の管理の仕方
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多く ､ 次 い で ､ ｢本人 の 求め に応 じて 与える｣ と ｢本

人が自分 で行う｣ が3 1 . 0 % (4 8 名) と等しく ､

｢
課題

達成に応じ て 与える｣ が5 . 8 % ( 9 名) ､ ｢ そ,の他｣ が

5 . 2 % ( 8 名) で あ っ た ｡
こ の ように､ 回答した保護

者で も､ ｢本人 はお金に関心が ない ｣ と い う内容が多

か っ た こ とか ら
､. 本間 の 回答率が低か っ た理由と し

て ､ 知的障害養護学校 に在学する児童生徒が ､ 金銭

を管理する以前に ,
お金 の 意味や働きそ の も の を理

解できて い な い こ とが推測される ｡

学部別 にみる と､ 小学部で は､ ｢本人はお金 に関心

が な い ｣ が72 . 2 % (2 6名) と大多数を占めた ｡

｢ そ の

他｣ は1 3 . 9 % ( 5 名) で あ っ た が ､
そ の 内容は､ ｢母

が持 っ て い る｣ ｢買v ) 物の ときだ け与 える｣ r障害が

重度の ため で きな い｣
｢ も ら え るだ け で 満足 して 使う

こ とがな い ｣ と い うもの で あ っ た ｡ 中学部にな ると ,

｢本人はお金に関心がな い｣ ､ ｢本人 の 求め に応 じて 与

え る｣ ､ ｢ 本人が自分で行う｣ が ほ ぼ同じ割合とな っ

た
. 高等部にな っ て ､

｢本人が自分で行う｣ が42 . 5 %

(37 名) と半数近く を占め､ 順位が逆転した ｡

金銭 の 取扱い に つ い て は , 知的障害養護学校の 学

習指導要領 で ､ 小学部生活科の 内容 に ｢ 簡単な買い

物をする｣ ｢金銭 の 必要 な ことが 分か る｣ ｢金銭 の取

扱い に慣れ る｣ , 中学部数学科の 内容に ｢金銭 の使 い

方 に慣れ る｣ を あげて V ) る o 学校教育で は､ 生活科､

数学科だけ で なく､ 様々 な学習活動を通じて取り扱 っ

て い るはずで ある ｡ 残念な こ と に
, 家庭 で の金銭管

理に 生かせ る は ど の 指導 ･

支援に到 っ て い ない こ と

が分かる ｡

2
., ふだんの家での生活

1 ) 家族 と過 ごす時間の有無

子 どもと過 ごす時間があるか否か を尋ねた と ころ ､

回答 した4 49 名 の う ち､ ｢ あ る｣ が7 5 . 9 % (3 4 1 名) ､

｢ あ ま りな い｣ が2 4 . 1 % (1 0g 名) で あ っ た.

学部別にみ る と､ 年齢に したが い ､ 家族と過 ごす

時間が ある と い う回答が減 る こ とが示され た ｡ 小学

部 で は ､ 回答 した1 5 9 名 の う ち ､

｢
あ る｣ が8 1 . 1 %

(1 2 9名) で あ り､ 中学部で は､. 回答 した1 14 名 の うち､

7 5 . 4 % (8 6 名) ､ 高等部 で は､ 回答した1 76 名 の う ち､

7 1 . 6 % (12 6 名) と な っ た ｡

2 ) 家族と の過 ご し方

続 い て ､
ふ だ ん家族 と

一

緒 に過 ごす とき の 内容を

複数選択式 で質問し ､
4 4 6 名か ら得た回答を学部別に

F ig . 3 に 示 した ｡ 全体 で は､ ｢ テ レ ビ｣ が飛び抜けて

多く■､ 82 . 3 % (36 7 名) を占め ､ 次 い で ｢ お手伝い ｣

が4 1 . 3 % (1 8 4 名) ､ ｢ ビ デ オ｣ が3 9 . 5 % (1 7 6 名) ,

｢ お し や べ り｣ が3 3 . 4 % (1 49 名) ､ ｢好きな物で遊ぶ ｣

が30 . 7 % (13 7名) ､ ｢宿題｣ が30 . 0 % (13 4名) ､ ｢ C D ･

音楽鑑賞｣ が25 . 1 % (11 2名) の慣 で あ っ た ｡

｢ テ レ ビ｣
｢ ビ デ オ｣

｢ C D ･ 音楽鑑賞｣ は次に述 べ

る
一

人 で する活動内容とも重複する ｡ 家族 の 関わり

合い と い うより は､
一

人 で も行う活動を ､ 家族と同

一

の 場 で も行 っ て い る に す ぎな い
｡
テ レ ビ や ビデオ

等を通じて ､ 家族同士の 関わり合い の乏 し い 活動に

より ､ 場面を共有 し時間を過 ごし て い た ｡ 現代 の 家

庭 によくみ られる家族の 団らん の過 ごし方と い える｡

た だ し､ ｢ C D ･ 音楽鑑賞｣ には ､ 音楽を聴 きなが ら,

一 緒に歌う ･ 共 に体を動かす こ とも報告号れ た.

｢ お 手伝い｣ ｢ お し や べ り｣ は ､ 中学苦臥 高等部に

な るに したが い
､ 回答が多く な っ た｡ お 手伝い が家

テ レ ビ

お手伝 い

ビデオ

お しや べ り

好きなもの で遊ぶ

宿題

c D 音楽鑑賞

テ レ ビ ゲ ー ム

運動

ゲ ー ム

器楽演奏

カ ラオケ

習い 事

そ の他
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族と過 ごす活動の 上位にある こ と に注目した い ｡
お

手伝い が ､ 身に つ けた日常生活技能を家庭で行うと

い うだ けで なく
l

, 家族と の 関わりを促進する活動で

ある こ とが分か るo そ の 関わり合い を促進す る要因

を分析して , 学校教育で の 指導 に生か し て い く こ と

を検討する必要が あ る｡ 小学部の 早い 段階か ら､ 日

常生活技能の指導にお い て ､
こ う した側面を重視し

た指導が求め られ る｡

｢好 きな物で遊ぶ｣ ｢宿題｣ は､ 本人 の す る活動に

周囲が合わせ たもの と い える ｡

｢好 きな物で遊ぶ｣ は

小学部で 多い ｡ 本人が おもち やや遊具で遊ぶ こ とに

関心を持ち始め ､ それ を介 して家族 との 関わ りが持

て るようになる時期と考え られ る｡ 今回の 調査では ､

こ うした家族と の 関わ りが どの ように経過 して い-く

かは っ きりと しなか っ た.
｢宿題｣ は どの学部でも 一

定数 の 回答があ っ た ｡
こ とばや数等の 学習プリ ン ト

か ら家庭 で の お手伝い まで様々な 内容が あ るが ､ 周

囲 の負担が あま りに高い と､ 家族と過 ごす活動 と し

て発展 して い か な い と考えられ る｡

3 ) 一 人で の過 ご し方

ふ だん家庭 で 一

人 で過 ごすとき の 内容を複数選択

式で質問し, 4 57 名か ら得た回答を学部別にF i g . 4 に

示した ｡ 全体で は ､ 家族 と過 ごすと きと同様に ｢ テ

レ ビ｣ が飛び抜 けて 多く､ 6 5 . 0 % (2 97 名) を占め､

次 い で
｢ ビデ オ｣ が46 .

r
O % (21 0 名) ､ ｢ C D ･ 音楽鑑

賞｣ が3 6 . 1 % (1 6 5名) ､ ｢ ごろ寝｣ が29 . 1 % (13 3 名)

の傾 であ っ た｡

こ れ ら は､ い ずれ も室内で行 う､ 活動量の 少な い

も の で あ っ た ｡ 小学部から高等部ま で を通 じ て ､ 目

的性も低く ､ 時間を多く消費す る活動が日常化して

い た
｡ 家庭 で 本人が目的を持 っ て , 時間を有効 に活

用 し､ 自分 の 時間 を過 ごす こ と の難しさが分か る｡

学校教育に お い て も ､ 家庭 で の こ う した実情を踏ま

え て
, 家庭で 本人が

一

人 で で きる活動, 本人が自分

で 有効に時間を活用す る方法 を指導 ･ 支援して い く

必要が ある｡

学部別 にみ る と ､ 前述 した内容の他 に, 学部 ごと

に特徴的な内容が み られ た ｡ (ト学部 で は ｢ お もち や

で 遊ぶ ｣ ､
｢
好 き な物で遊ぶ｣ が多か っ た ｡ 記述欄 に

記され た 内容は , ボ ー ル 遊び､ 電車や車の おもち ゃ

で 遊ぶ ､ 物を並 べ る､ パ ズ ル ､
ぬ り絵等 の比較的単

純 で ､ 結果が分か りや す い , 感覚 ･ 知覚的な遊びが

主であ っ た｡

高等部になると､ ｢ テ レ ビゲ ー ム ｣ ､
｢雑誌 ･ 新聞を

読む｣■､ ｢ 宿題｣ が多く な っ た ｡ テ レ ビゲ ー ム をする､

好 み の 雑誌を眺め る, 宿題 に追わ れ る の は ､ 現代 の

中高生に も よぐみ られ る時間の 過ご し方 で ある ｡
し

か し､ こ れ らも目的性が高い-と は言 えず , 時間を多

く消費す る活動 で ある｡ ｢ お 手伝い ｣ ｢様々 な物づく

り｣ ｢ 楽器演奏｣ ｢習い事｣ 等は少な い なが ら､ 高等

部で よ
.
りみ られた ｡

こ うした本人の 興味に基づ き ､

周囲 の者とも共有で きる趣味的な内容が増え る こ と

が望まれ る｡

な お｡ 中学部は , 小学部と高等部の中間的な回答

テ レ ビ

ビデオ

c D 音楽鑑賞

ごろ寝

おもちや遊 び

好きな物で遊ぶ

テ レ ビ ゲ ー ム

雑誌新聞を読む

宿題

お手伝 い

運動

様 々 な物づく､り

ゲ ー ム

器楽演奏

犬の 散歩

カ ラオ ケ

習い事

そ の他
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T ab l e 3 家庭 で の役割 ･ お手伝 い

全体 小 中 高

回答者数 31 9 1 0 4 8 4 1 3 1

の べ 回答数 59 2 1 66 1 6 5 2 6 1

食事に 関するこ と
食事 の準備 ･ 配膳 ･ 後片づ け

茶碗食器運 び ･

洗 い
･

拭き ､

テ
ー

ブ ル ･ 台拭き

22 0 7 2 5 4 9 4

掃除に 関すること

部屋
･

階段
･ 廊下掃除

車庫掃除､ 台所 ･ ト イ

所掃除 , 靴なら べ ､
モ

け､ 掃き掃除

･

面
関
洗
か

玄
･

プ

.

レ

ッ

72 1 9 2 4 2 g

洗濯に 関すること
洗濯機に服 を入れる ､ 洗濯す
る
､ 洗濯物 を干す

･ 取 り込む ･

た たむ ､
タ オ ル をたたむ

-
､
ア イ

ロ ン が け

6 9 1 5 2 0 3 4

料錘に 関すること

料理 手伝 い ､ 食事 の 支度 ､
野菜

切 り ､ 卵割り ､ 米 とぎ､ お茶入
れ

5 2 2 ト 1 3 1 8

片づけ ･ ゴ ミ に 関すること
片づ け､ 部屋片づ け､ 空き缶

･

牛乳瓶 ･ 新聞 の 片づ け､ ゴ ミ拾
い ･ 集め ､

ゴ ミ出 し

5 2 11 1 6 2 5

風呂に 関すること

風 呂を沸かす ､
水を入れ る

､
風

呂掃除 をす る

3 3 6 1 1 1 6

物運びに関すること

買い物運び ､ 荷物運び ､ 郵便
物 ･ 新聞を取 っ てく る ､ 回覧板
を届ける

2 5 7 8 1 0

布団 ･ 寝具に関すること

布団敷き ･ 上 げ下ろし, 布団た
たみ

,
枕 カ バ ー がえ

2 4 6 7 1 1

日 常生活の些細なこと
カ ー テ ン の 開 閉

､
電 気 を消す ､

テ レ ビ を消す ､ 家人を呼び に い
く

､
カ レ ン ダ ー

めくり
､
仏壇 の

御膳

1 5 5 7 3

ペ ッ トの世話 ･ 散歩

大の散歩, 鳥 ･ 猫 ･ - ム ス タ ー

の 世話

一

日

u43川

その他

灯油入れ

買 い物

お菓子づく り

家事

農作業

子守

内職 の手伝 い

配達 ･ 集金

川

4

2

2

2

-

-

-

-

L

l

【

=

r

.l
r

:

ー6

4

3
･

2

2

2

-

-

-

が 多か っ た｡ ｢好 き な物で 遊ぶ｣ ､ ｢ お もち ゃ で遊ぶ｣

に加 えて ､

｢ テ レ ビゲ -

.
ム ｣ ､

｢
雑誌

･

新聞を読む｣ と

い う回答が 同程度な された.

3
.
家庭での役割 ･ お手伝 い

1 ) 決 ま っ た役割
･ お手伝い の有無

家庭で 決ま っ た役割 ( お手伝い) が あ るか否かを

たずねた と ころ ､ 回答した4 6 4 名の うち､ ｢ あ る｣ が3

4
r
l % (1 58 名) ､ ｢時々｣ が3 6 ･ 2 % (1 6 8名) ､ ｢ な い ｣

が29 . 7 % (13 8 名) で あ っ た ｡

学部別 に みる と､ 年齢 にしたが い ､ 決 ま っ た役割

( お手伝い) が あると小 う回答が増える ことが示され

た
｡ 小学部で は､ 回答した16 6 名 の うち ､

｢ あ る｣ が

2 3 , 5 0/o (39 名) で しかなく ､

｢
時々｣ が4 1 . 0 % (68 名) ､

｢ な い｣ が3 5 . 5 % (5d 名) で あ っ た ｡ 中学部で は､ 回

答した118 名の うち ､

｢あ る｣ が3l . 4 % (37 名) ､ ｢時々 ｣

が4 l . 5 % (49 名) ､ ｢ な い ｣ が27 . 1 % (3 2 名) と な り､

｢ な い｣ と い う回答が減 っ た. 高等部で は ､

一

回答した

18 0 名の うち ､

｢ あ る｣ が4 5 . 6･
0/. (8 2 名) , ｢時 々｣ が

28 ･ 3 % (51 名) ､ ｢ な い｣ が2 6 ･ l % (47 名)
_
と､ ｢時々｣

｢
な い｣ の い ずれ の 回答も減少した ｡

2 ) 決 ま っ た役割 ･

■

お 手伝 いの 内容

続い て , 決 ま っ た役割 ( お手伝 い) の 内容 に つ い

て 限定記述で 回答を求め ､
3 1 9 名か ら得た回答を分類

して ､ 学部別にT a b l e 3 に ま とめた｡

ど の学部で も ｢ 食事に関する こと｣ が飛び抜けて

多く ､ の べ 回答数の 37 . 2 % (22 0) と な っ た ｡ 小学部

で は
､

｢箸 をな ら べ る｣ ｢ 茶碗をは こぶ｣ ｢ テ ー ブル 拭

き｣ と い っ た回答が目立 ち､ 食事 の 準備や後片づ け

の
一 部分 を保護者と い っ し ょ に行う様子が分か る ｡

中高等部 になる と､ 準備や配膳､ 片づ け ､ 洗 い 物と

い っ た内容を ほぼ毎日行 っ て い る と い う回答が多く

な り､ 家庭 の 中 で の役割 とな づ て い る こ とが分か る｡

次 い で ､ ｢掃除に 関する こと｣ が1 2 . 2 % (72) で あ っ

た ｡ 部屋や廊下､ . 階段等の 場所が多く あが っ た他 に ,

玄関､ 車庫､ 台所 ､
トイ レ を掃除す る と い う回答も

あ っ た
｡
モ ッ プ掛 け､ 掃き掃除と い う具合に 掃除の

仕方で の 回答も あ っ た｡
｢洗濯 に関する こ と｣ は1 1 . 7

% (6 9) で あ っ た ｡ 小学部 で は ｢脱 い だ服を洗濯機

に 入れ る｣
｢
洗濯物を取り込む｣

｢ タ オ ル をたた む｣

と い っ た簡単 な内容の 回答が目立 っ た｡ 中高等部 で

は
,

｢ ( 洗濯し て) 干し て取 り込むま で の す べ て｣ と

い う回答もあ り､
｢
自分 の身 の 回り の物を手洗い する｣

｢
ア イ ロ ン が け｣ 等 の 回答もあ っ た｡

｢
料 理 に 関する こ と｣ は8 . 8 % (5 2) で ､ 小学部 で

は
､

｢
野菜を切る｣

｢
卵 を謝る｣

｢
米 とぎ｣ 等 の部分的

に 料理 を体験す る内容が多く, 中高等部で は ､

｢料 理
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の 手伝い ｣ ｢食事の支度｣ とだ け の 回答が巨立 っ た ｡

｢
片 づけ

･ ゴ ミ に関する こと｣ は8 . 8 % (5 2) で ､ 片

づ けや ゴーミ集め に関する様々 な こ とがあげられ た ｡

片づ けや ゴ ミ集 めは手順を分か りや すく 工夫する こ

とが で き, しか も バ リ エ ー シ ョ ン を つ け やす い 活動

と い える｡

以上 の よう に ､ 決 ま っ た役割 ( お手伝い) と して ､

毎日 の生活に欠く こと の で きな い卓柄が あげられた .

小学部で は ､ 比較的単純で見通 しが持ちや す い 活動､

あ る
一 部分 を保護者の 監督の 下に行う活動が多か っ

た . 中高奪部では ､
ま とま っ た

一

連 の活動を ､ 家事

として分担し行 っ て い た｡

3 ) 決まっ た役割がない理由 .

決ま っ た役割 ( お手伝い) が ｢ な い ｣ と回答した

保護者1 3 8名に, そ の理由を複数選択式で質問し, 13

6 名 か ら得た回答をFi g . 5 に 示 した ｡

｢特に理由は な

い ｣ が い ずれ の学部で も多く､ 全体 の4 4 . 1 % (6 0名)

を占めた ｡ 次 い で ,

｢
で き る こ とが分か らな い ｣ が20 .

6 % (2 8名) ､ ｢ そ の他｣ が20 . 6 % (2 8 名) ､ ｢ 手 如 ゝか

る｣ が19 . 9 % (27 名) とほぼ同じ割合で あ っ た｡
｢本

人が疲れ て い る｣ は3 . 7 % ( 5 名) にすぎなか っ た ｡

｢ そ の 他｣ の 内容 としては ､ 小学部では
- r重度の た

め｣
｢ 身体障害が あ るため｣ ｢能力的に で きる こ とが

な い｣ と い っ た障害上の 問題や ､

｢ こ ち らの 要求が分

か らない ｣
｢
言葉が準じない ｣ と い っ た コ ミ ュ ニ ケ

-

シ ョ ㌢上の 問題､
｢気分が乗らな い｣ ｢逃げて しまう｣

｢
思わ ぬV ) た ずらをする｣ と い っ た行動上の問題が あ

げられ た ｡
こ れ らは ､ 決 ま っ た役割 ( お手伝い) に

留ま らず､ 家庭で の 生活その も の を進 め て い く 上 で

の 問題である ｡ 中高等部で は
｢
週末しか帰らな い の

で｣-
｢ 一 人を好み ､ 家族を避 ける｣

r
本人が嫌がる｣

特に理由はない

できる ことが分か らな い

手がか かる

本人が疲れて い る

その他

｢
反抗期｣ ｢続かな い ｣ 等があげられた ｡ 思春期の本

人および本人の 家族と の関係の 問題で ある o 思春期

の 問題に対応しな がら､ 家庭で の生活をい かに進め

て い くかが課題とい える ｡

4 . 学校教育で役立 っ たこと

学校で 習 っ た こ と で ､ 家庭 で役立 っ 七い る こ と に

つ い て自由記述で 回答を求め､ 2 30 名か ら得た回答を

分類 して ､ 学部別にT ab l e 4 に ま とめた ｡

｢
日常生活に関する こ と｣ が の べ 回答数の 4 7 . 9 %

(15 7) と な っ た ｡

｢掃除｣ ｢料理｣
｢食事｣ ｢ 洗濯｣ ｢家

事手伝い ｣ ｢ 片づ け ･ ゴ ミ｣ ｢生活全般｣ 等が あげら

れた ｡
こ れら の多く は ､ 家庭 で の 役割 ( お手伝い) ･

の 項目で あげられた内容と重複 して い た ｡ 保護者の

多くが家庭生活に直接に つ なが る学習内容を役立 っ

た と考え て い る こ とが分か る｡ 家庭生活 と直接 に つ

なが る学習内容 で な い と ､ 家庭 にはわ か りにく い と

い う こ とが ある反面､ 家庭生活と つ なが る学習内容

こ そ ､ 保護者の 持 つ ニ ー ズ の 一 端 を表して い ると捉

える こ とも で き る｡ 保護者の 持つ ニ ー ズ ､ 家庭生活

に 生きる力と い う点か ら , 学校教育で取り上げる学

習内容を検討し直す余地が ある ｡

次い で ､
｢
基本的な生活習慣 に関する こ と｣ が1 7 . 3

% (5 7) と な っ た ｡ と く に小学部で は ｢ 着替え｣ ｢食

事｣
｢ トイ レ｣ と い っ た身辺処理に関わ る ことが あげ

られ た
｡

一

方 ､ 中高等部で は ｢生活習慣｣
｢
規則正 し

い 生活｣ があげられ た ｡
こ れ は ､ 乱れ がち な生活の

仕方
･ 習慣を正すとい う意味合 い が大き い と考え ら

れ る｡

｢ 本人 の態度 ･ 様子に関する こ と｣ は1 2
'

. 5 % (4 1)

で あ り､ ｢挨拶､ 返事 ,
こ と ば使v ) ｣ ｢進 ん で 行う ､

0 1 0 2 0 3 0 4 0 5 0 6 0 7 0

人 数

Fi g . 5 決ま っ た役割 ･ お手伝い のない理由
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T ab l e 4 学校教育で役立 っ て い るこ■と

全体 小 中 高

回答者数 23 0 89 56 8 5

の べ回答数 32 8 1 34 89 1()5

日常生活に関すること
･

掃除
､ 階段

･ 廊下掃除､ モ ッ プ
か け

､
雑巾がけ

･ 簡単な料理 ､ 野菜 の切り方
,
卵

割 り､ 包 丁 の扱 い方 ､ 米 とぎ､
ご飯を炊く

､
お茶入 れ

･

食事 の準備
･ 用意 ･ 配膳､ 食器

洗い
, 食事 の後片づ け､ 台拭き

･

洗濯 , 洗濯物干 し ･ た た み ､
ア

イ ロ ン が け.
'

整 理整頓 ･ 片 づ け､ ゴ ミ出し
･ 家事手伝い ､ 生活全般 ､ お手伝
い を進ん で行う

･ 裁縫 ､ 布団敷き, 身 だ しなみ ､

身支度 ､ 電話取り次ぎ､ 電気を

15 7 5 6 46 5 5

4 0 1 5 1 3 1 2

3 3 8 9 1 6

3 1 1 5 6 1 0

1 7 4 4 9

2

4

7

3

6

6

5

3

-
-

一
･

1

2428

基本的な生活習慣に関すること
●

着替え ･ 衣服 の 着脱 ､ 服 たたみ

･

食事をと る . 仕方､ 箸甲使い 方
･ 生活習慣 ､ 規則正 し い生活

･ トイ レ
･

歯磨き ､ 入浴 ､ 手洗 い , ひも縛
り

､
コ ッ プ を持 つ等

H

‖

3

2

-

3 0

1 8

4

5

3

5 7

3 ー

7

6

6

7

柑

2

4

本人の 態度
t

様子に関すること
●

挨拶 , 返事 ､ こ とば使い
･

自分 の こ とは自分でする､ 進 ん
で行う, 我慢 ･ 根気強さ､ 最後
までやり遂げる ､ 自分で選ぶ

･ 自分 の 力で仕事ができる､ 働く

ー9

4

5

ー2

4

2

川

4

4

1

2

2

4

1
▲

-

意欲
･

気持ち､ 机 に向か っ て集 7

申 して行う､ 勉強する態度

音に敏感でなく な っ た , 髪を切
る
､ 偏食が なく な っ た
コ ミ ュ ニ ケ -

シ

人前で ハ キ
ぶ と分か る

キヽノ

1 6

1円
ロー3

2ー3
､

呼

る

を
･

れ

前
ほ

名

カ

ヽ

ン

る

ヨ

す

指示に従う ､ 待 つ こ と 2 2

瀧富農芋雪
る

十
+

自分が年長者
2 1 1

3 0 1 5 6 9こ とば等の学習に関すること
･

こ とばや文字の学習 ､
サイ ン言

語
､
お 金 の価値 ､ 数と計算､ 時

計 . カ レ ンダ
ー 読 み ､ 訓 練

余暇活用に関すること
･

運動
･ 体操 ､ 散歩 ､

ス キ ー

､ 手
芸

､ 刺
び

､
絵

楽
み

音
読

･

本
歌
､

､

く
子

描

し

を
手遊
日記 を

付け る
､
遊 び

､
おや つ 作り､ ス

イ ッ チ を伴 っ てi芹ぶ

社会生活に関すること
●

電車 ･ } 1 ス の 乗 り方, 買い物

21 1 4 4 3

9 7 1 1

家庭で できない経験他 7 2 5

二腰宗瑠き宰‡こ差さ夷詐姦
特にない ､ 分か らない 6 2 1 3

1 ■■
■ ■
■
■■ ■ ■ ■ ■ ■

一

般気強さ､ や り遂げる｣ が どの 学部で も あげられた ｡

と く に 中高等部で は ､
｢
働 く 意欲 ･ 気持ち｣ ｢勉強す

る態度｣
｢思 い や り｣ と い っ た 内容があ げられた

｡ 作

業学習等を通じて 働く意欲や態度､ 学習等に取 り組

む姿勢 を重視して 指導が行われ て い る こ と ､ 保護者

も また ､ 子 ども の こ う した面で の 変化 を高く評価 し

て い る こと の 表れ で あると分か る｡

｢ こ と ば等の 学習 に関する こ と｣ は9 . 1 % (3 0) ､

｢
余 暇活用 に関する こと｣ は6 . 4 % (2 1) で あ り ､ 学

校で行われ て い る学習活動や余暇活動に関する回答

は少なか っ た ｡
こ とばや数等の学習で 身に つ けた こ

とを ､ 家庭生活と関連づけて 生か して V ) く ま で に到 っ

て い な い こ とが分か る｡ ま た
､ 学校 で の 余暇活動の

多くが同年齢の 集団 ･ グ ル ー プで の 活動で あ るた め､

家庭 で の 過ごし方とは異なるためと考えられ る｡

全体考察

富山県内の 知的障害養護学校に在学する児童生徒

を対象と し て ､ 家庭や地域 で の 生活実態 を明らか に

する目的で ｢ 家庭 ･ 地域生活実態ア ン ケ ー ト調査｣

を実施 した (武蔵 ･ 高野 ･ 七滞 ･ 高畑, 2 0 02) ｡ 今 回

の 報告で は､ ア ン ケ ー ト調査 の結果か ら､ 対象とな っ

た児童生徒の 家庭 で の 位置づ け ･ 役割を探 っ た ｡ 武

蔵 ･ 高畑 ･ 平野 ･

安達
.
(1 9 96 , 19 9 7) が行 っ た知的障

害養護学校の 卒業生を対象 とした家庭生活 の実態調

査 の結果と比 べ なが ら ､ 家庭 内で の本人の 経済的な

生活の程度､ 家庭内で の 本人の 位置づ け､ 家庭生活

と学校数育との 関連 に つ い て考察す る｡

I
. 家庭内での本人の経済的な生活の程度

将来の 生活自立 を考えた とき､ お金を取 り扱う経

験を家庭 で積む ことが不可欠で ある ｡ そ の程度を明

らか に する ため に
､
お こ づ か い の有無 ･ 額､ そ の使

い 方 ､ 金銭管理 に つ い て 質 問し た ｡ 卒業生 の 調査

( 武蔵ら, 1 99 6 , 1 9 9 7) で は ､ ｢ 0 円｣ ､ 無 回答 の方も

多くあ り ､ 今回 の調査で も お金 に つ い て の 項目の 回

答が 少な い と予想 された ｡ 本調査の 結果は予想 を超

えて
､
お こ づ か い を得て い る者 ､ 金銭 の管理 を本人

が行 っ て い る者が少なか っ た ｡
と く に 小学部 で は ､

お金 に 関心 が な い た め､ お こ づ か い.も なく
､ 管 理 も

無理 と い う回答が目に つ い た ｡ 今回 の 調査で 示され

た結果が ､ 卒業後に も引き続 い て い く こ とが明らか

に な っ た
｡

お 金 に 関心 がなく ､ 取 り扱う経験 を しな v ､ こ と が
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知的障害養護学校に在学する児童生徒の家庭
･ 地域で の 生活 に関する基礎研究ⅠⅠ

悪循環とな っ て おり､ できない ことは仕方が ない と

い う捉え方が家庭にある ようである ｡
お金を有意義

に使う習慣を つ ける ことが ､ 家庭生活での 自立性を

高め , 将来の 地域で の 働く生活の基礎と なる こ とを

再確認す る必要が ある ｡ そ の 上 で , 具体的に段階を

踏んだ支援を学校が家庭と共同して 計画す る こ とが

求め られる ｡ まず､ 褒められ る ･

認 め られ る経験 を

通じて ､ そ の ごほうびと して ､
お金がもらえ ､ そ れ

を貯める経験をする ｡
さら に ､ お金 を具体的な強化

物､ 例え ば, 食物や飲み物､ 好きな おもち やや遊び

と交換する機会や場面を つ くり､ 時間や 場所を決め

て続けて行う ｡ こうした段階を踏んだ支援を行えば､

お金が具体的強化物と交換で きる般性の 強化刺激と

して 機能する こ とが 了解で きる で あ ろう o . = う した

お金の獲得と消費の 過程 を家庭 で実行するため の支

援が大切で ある｡

2
. 家庭内での本人の位置づけ

地域で の 生活を考えた とき､ 家庭内で決ま っ た役

割を持ち､ 余暇時間を前向きに過 ご して い く こ とが

大切で ある ｡ そ こ で ､ 家庭内での 本人の位置づ け を

明らか に するため に､
′
家族 との過 ご し方,

一

人 で の

過 ごし方､ 決 ま っ た役割 ( お手伝い) に つ い て質問

した ｡ 家族や 一 人 で の 過 ごし方は ､ 室内で ､ 受け身

的で目的性が低く ､ 時間を多く消費する活動であ っ

た
｡ 卒業生の 調査と同様の 結果で あり､ 学校在学時

か ら､ 典型的な現代 の家庭に見られ る団らん の過 ご

し方を して V , る ことが明らか とな っ た｡

こ れ まで も学校教育にお い て , 遊 びの 指導や余暇

の指導はなされ て きたが､ 家庭 で行える､ 家庭 の ニ ー

ズ に結び つ い た指導 ･ 支援に な っ て い たと は言い 難

い
｡ 家族 の負担が低く ､

い っ し ょ に行える活動内容､

誰か がV ) つ も付き添わ なく て も ,

一

人 で 楽しめ る活

動内容を増や し て 広げて い く指導 ･ 支援が必要で あ

る
｡ 今回 の 調査で は､ 年齢段階に応じて特徴的な活

動も示され た ｡

｢好 き な物 で遊ぶ｣ は小学部 で多く ,

｢ お 手伝b ) ｣ は 中高等部に なる に したが い ､ 回答が多

く な っ た ｡
こ う した活動が ど の よう に経過し て い く

の か ､

_
と く にお手伝い が ､ 学校卒業後の 家族の 関わ

りと して ど の ように 生か され て い く か継嘩して 検討

す る余地がある ｡

ま た ､ 活動を切り換 え て 時間を有効 に過 ごす方法

を指導する ことも必要である ｡ い わ ゆ る ､ 自己の 生

活行動の 管理 である ｡ まず､ 普段 の 日常生活の中か

らチ ャ レ ン ジ目標を定め る｡ そ して ､
チ ャ レ ン ジ目

標 を実行 した ら､ 記録 に 残す ｡
こ

.

の と き､ 本人 の行

え る記録の仕方を工夫する こ とが ポイ ン トとな る｡

次 い で , 記録を貯め て 累績する o 貯 ま っ た こ とを分

かりやすく示す工夫が大切 で ある ｡ さ ら に ､
こ う し

て 貯 ま っ た記録を元に , 本人 と保護者 ･ 家庭で互い

に認め合う機会を作るの で ある｡ 小学部の段階か ら ､

こうした自己管理の 仕方を本人に指導して ､ 家庭 で

実行 して い く支援が大切で ある｡

3 . 家庭生活と学校数育との 関連

学校教育が家庭で の 生活に どの ような影響を与え

て い るか を知 る目的で質問した ｡ 卒業生の 調査では ､

回答数そ の もの が少なく , 回答の 中で も､ 役立 っ た

こ とが ｢特にな い ｣ ｢わ かち な い ｣ が多数を 占めたが ､

今回 の調査で は､
｢日常生活に関する こ と｣ 等に つ い

て多くの 回答が寄せ られ た ｡ こ の 理由と して , .現在

まだ学校に在学中で あり､一字校で の 指導が家庭 に直

接に反映され て V , た こ と､ 対象者の 生活は学校と家

庭 がほ とん どを占め ,
そ れ 以外の地域での生活に 乏

し い こ と､ 保護者が学校教育に対 して 高い期待を抱

い て い る こ と等が推測され る｡

回答の 内容に つ い て 見ると ､

｢日常生活に関する こ

と｣
｢本人 の 態度 ･

様子に関す る こ と｣ 等が多く ,

｢
こ とば等の 学習に関す る こと｣ は少なか っ た｡ こ れ

は ､ 卒業生の 調査と今回の調査の 結果に 共通した傾

向で あ っ た ｡ そ の 理由と して は､ こ う した学習の 効

果が家庭で は捉えにくい こ と ､ 学習内容と家庭生活

との 関連性がは っ き りと しな い こ と ､ 学校 の 教育活

動で ､ こ とば等の 学習の 比重の 低い
,S
と等が推測さ

れる ｡

新学習指導要領で は､ ｢生 き る力をは ぐく む こ と｣

を目指し,
｢自ら学び自ら考える力の育成｣ ｢基礎的 ･

基本的な 内容の 確実な定着｣ を求め て い. る ｡ 学校教

育の成果を家庭が ど の ように 受け取り ､
生 か して い

くか も考慮に 入れ て , 今
一

度､ 教育内容の 精選 ､ 家

庭 へ の 支援 を含めた教育方法の 見直 しを図る こ とが

大切 で ある｡

以 上 ､ 以前 に 行 っ た知的障害養護学校卒業生を対

象と した調査 の結果と比 べ な が ら､ 家庭生活の 実態

- 97 -



と学校教育の 関連に つ い て 考察した｡
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